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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・修繕伝票の出し方について
　　「壊れました」「使用出来なくなりました」の状況報告だけでなく、どうしてほしいのかということも記載して提出するようにしてください。(佐々木AOMより)

・歯科診察時について

　　　2月から歯科医師を歯科担当者(看護)が一階玄関にお迎えに行き、東Aユニット隣りにある診察室までご案内することになりました。

　　　それに伴い、歯科担当者が歯科医師をお連れするまで、当日歯科受診する患者様には各病棟スタッフが付添い、歯科診察室前で待機してください。
＜患者様連絡事項＞
・水梨　礼子様～臨時薬は同内容で継続処方となっています。
　　　　　　　　ケルガークリーム・ウリモックスクリーム・ロコイドクリーム処方となっています。

＜注目患者様＞

・小笠原　守様～差し入れの菓子を一気に食べ尽くしています。また飲料水も渡されたものをすぐに飲みつくしてしまう傾向にあります。昨夜は夕食数口のみの摂取でした。飲み物は預かりとしています。飲料水は一日3本(500ml×3本)だけ渡しましょう。他食事や服薬時の水分摂取500mlを加えて一日2Lの飲水量としていきます。また御家族から衣類等が紛失しているとのクレームがありました。紺トレーナー(1)　　トレーニングパンツ(2)
　　　　　　　　グレーのズック(現在履いているのと同型)　バスタオル(2) ブルー系花柄模様1枚　　グリーン系格子1枚　　※　同柄の紺格子のものが、名前を書きかえて転出した患者様のチェストの上に掛けてあった
・小笠原　文人様～SST Cグループ  GAF20 

　　　　　　　　やや多弁・声高さあり調子の高さ見られています。他患者様とのトラブルがないよう見守りしていきましょう。

・松谷　和也様～ GAF20
                 主治医から　2/1の皮膚科受診は本人の安全と受診先の玉井皮膚科医院に迷惑をかけられないということから、スタッフ付き添いで行くようにという指示がありました。母親も当院の通院患者様であることから、付き添い料を派生させずにスタッフ付き添いでの受診とするようにとのことです。御家族には、本日準夜帯で連絡とっていくこととします。

＜飯田　修子様　症例検討＞
●抽出された問題点
・要求や訴えが通らないことで、不機嫌となったり行動にまとまりかなくなり、興奮する

可能性が高い。

・被害妄想・易興奮性・易刺激性から危険な行動をとる可能性がある。

・現在入院生活では、同室者に「煩い」などの不満を持っている。

・母親との関係性。電話や外泊後「疲れる」「嫌いだ」などの発言がある。

・母親は外泊中に急に「不正出血だ」と他科受診をさせることがあった。治療への　理解
や本人への接し方に問題となることがある。

・退院後の生活では、常に家にいるのでなくリハビリ訓練に出掛けるなどすることが安定
に繋がると考えられる。
◎今後の支援方向内容

・母親との関係調整や母親の本人に対しての対応の仕方などを援助していく必要がある。

・母親との面談を実施していく。担当が、主治医とのスケジュールを調整していくこととする。

・送迎付きの生活訓練中心の通所サービスの利用を考えていく。三浦PSWが面談までに施設リストを準備する。

・本人の施設見学と自宅への退院前指導を兼ねて実施していく。
＜退院支援委員会での検討内容＞

水梨　礼子様～薬剤調整(クエチアピンの増量)により、幻聴も減少し精神状態は安定してきている。今後、まず北病棟への転棟を行い、春から夏頃グループホームへの退院にむけていく。北病棟で疾病教育は実施していく。グループホーム見学も実施していく。日時は三浦PSW設定とする。
小笠原文人様～長期入院となっていく可能性高い。転棟したばかりなので、まずは生活環境の変化が状態悪化に繋がらないよう支援していくこととする。

　　　　　　　家族関係は良好。将来的には地元軽米町近くの施設入所ということも予定していく。
